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Abstract: This study, the Northeast (three counties), conducted a survey of elementary and middle 
school basketball team located in, but to clarify the situation in the field of teaching elementary 
and middle school sports, basketball, etc. in the way of guidance for future Golden Age The aim is 
to obtain materials for consideration. 　Specifically, 21 items were examined for the teaching 
environment.

　The result confirmed the for points above.

1. �Instructional method:　 Overall, the guidance notes that an emphasis on human facets can be 
considered taking into account the content and teaching sex and stage of development of 
individual players.

2. �Physical strength training:　 And has been actively implementing each team will speak. Tended 
to change as the transition to middle school is an emphasis on speed training and strength from 
the endurance ranninng.

3. �Other lifestyle guidance:  Family road trip supporting parents, cooperation and social gatherings, 
we have actively, including leaders, dietary advice and cooperation, awareness and concern 
about nutrition and not say high.

4. �Medical check:　 More likely to implement only the injured player, and efforts have 
been made on a daily basis could not say. This trend is particularly pronounced low-
grade, low awareness of the facets of the importance of medical check during the 
growth of important players.
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Ⅰ．はじめに

（財）日本オリンピック委員会（JOC）は，
2001 年に 10 年間でオリンピックのメダル倍増
を目指して国際競技力向上戦略（いわゆるゴー
ルデンプラン）を提起した．そこでは特に低年
齢層の競技力強化がうたわれている．その後，
特に水泳競技等の個人種目の一部では一定の成
果が認められるものの，バスケットボールにつ
いては目だった成果が認められてなく，世界，
アジア諸国に対しても劣勢を余儀なくされてい
る．

わが国のバスケットボールの指導法に関して
は，これまで児童生徒の内容も含め , 数多くの
研究 5-6）も発表され，また指導書・刊行誌等も
発行されており 9-10）, 23-24），国内でも強化活動も
進められている．特にそれらの事業の一つに，
日本バスケットボール協会では，2001 年より
｢エンディバー計画」と称して，｢競技力の向上
のためには低年齢層から正しい技術や知識を指
導する必要がある｣ という認識のもとで，全国
規模における，バスケットボール一貫指導とい
う指導法を含め指導内容の指針を提示してい
る．

ところで，バスケットボールにおける競技へ
の参加は，いわゆる ｢ミニバスケットボール｣
と称する小学生（はやくて 3 年生）から始ま
る．近年，小学生から中学生の時期を ｢ゴール
デンエイジ｣ 注 1）と呼ぶようになってきた．そ
の理由はスキャモンの発育曲線から明らかなよ
うに，人間の神経系の発達は生まれてきてから
５歳位の間に約 80％の発達をとげ，12 歳頃に
はほぼ 100％に達するからであると言われてい
る．この事を勘案すると ｢ミニバスケットボー
ル｣ に参加している児童，中学生の指導がいか
にこの時期に重要であるか明らかであろう．｢エ
ンディバー計画｣ の方針になんら異論を訴える
点は見あたらない．しかしながら指導者の視点
からすると，指導を受けている児童，生徒がど
のようにその指導を受け止めているのか，体験
的には分析はしているものの，一貫性という意
味においては，その共通理解を得るほどまで定
かではないと言えよう．わが国がより指導の向

上，あるいは指導運営の効率などを考えるのな
らば，それらの観点を踏まえたうえで指導にあ
たる必要性があると思われる．

そこで本研究では，現在のジュニアスポーツ
指導の課題や問題指摘 1-4）， 11-14）のある中で , ゴー
ルデンエイジをテーマにした，バスケットボー
ル競技について児童・生徒に対するスポーツ指
導の現場と現状を検証しながら，今後のゴール
デンエイジにおけるバスケットボール指導のあ
り方等について検討するための資料を得ること
を目的とした．

Ⅱ．研究方法

東北地区における小学校と中学校のバスケッ
トボールチームの中から，主な代表チームを選
び，そこでの直接指導を行なっている指導者

（コーチ）を対象とし，各チームの年度計画を
考慮に入れ，年 2 回のアンケート調査を設定，
指導者側から見た実際の指導における指導内容
や，そこに関わる環境などの指導現場の状況に
ついて調査された．

1）　調査期日
調査の期日は，下記の時期に行なわれた．
ⅰ）　�第 1 時期（1 回目）

�平成 20 年 7 月初旬～ 8 月初旬 （中学校全
国大会県予選前）

ⅱ）　�第 2 時期（2 回目）
�平成 20 年 11 月初旬～ 12 月初旬 （ミニ全
国選抜大会県予選前）

ⅲ）　�第 3 時期（3 回目）
�平成 21 年 6 月初旬～ 7 月初旬 （中学校全
国大会県予選前）

ⅳ）　第 4 時期（4 回目）
�平成 21 年 11 月初旬～ 12 月初旬 （ミニ全
国選抜大会県予選前）

2）　対 象
調査の対象にされたのは，青森県，山形県，

宮城県の各 3 県のミニバスケットボールチーム
（以降ミニと表記）と，中学校のバスケットボー
ルチームから男女それぞれ 5 ～ 8 チームが選ば
れ，チームで直接指導にあたっている人物に依
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頼を行なった．
内訳については，第 1 時期，ミニから男女

28 チーム，中学から男女 37 チームで当初 65
チームが選ばれた．その内 58 チームの回答（回
収率 89.2％）が得られた．また第 2 時期の調査
では，１回目の 65 チームにさらに 16 チームが
追加され，ミニ男女 36 チーム，中学男女 45 と，
全 81 チームに実施された．その内 62 チームか
らの回答（回収率 76.5％）が得られた．引き続
き２年目の調査として第 3 時期が前年度同様に
して調査が行なわれた．52 チームの回答（回
収率 64.1％）が得られた．また第 4 時期では
46 チームから回答（回収率 56.7％）が得られた．
回数を重ねる毎に回収率も低下している傾向が
見られた．同じアンケート内容と，対象が同一
人物のために起こる同様の回答が増え，中には
無回答の回答も見られた．それらの状況を踏ま
え，最終的には調査実施の第 1 時期から第 4 時
期まで回収されたものから，指導者の 1 回目に
相当する回答を基にして検討処理された．

集計処理されたチームは，ミニバスケット
チームから女子（16），男子（20）を合わせた
36 チーム，中学校チームから女子（23），男子

（22）を合わせた 45 チームとし，4 グループ毎
に集計が行なわれた．

3） アンケートの内容
調査の内容については，小学校と中学校には

同様の質問内容を作成，アンケート調査の内容
については指導理念，指導方法，トレーニング
の実施，さらには生活面に関する，メディカル・
チェックなど 5 つの項目に分け，設問 33 項目
が設けられた．その得られた回答結果の中から
特徴の見られた 21 項目が報告された．

Ⅲ .　結果と考察

1）　指導方法について
1.　表 1 は指導者の指導理念（自由記述）に

ついて回答結果を示したものである．ここでは
ミニ（小学生）の男子女子の指導者が共に技術
レベルなどのスキル的な項目よりは，｢人間教
育｣ や，｢青少年の健全な育成｣，｢バスケット
の楽しさ｣，｢礼儀｣，｢マナー｣，｢生活習慣」な
どと，いわゆる道徳的なものや，社会性を尊重
した内容に関係する言葉の回答が多く示され
た．また中学生の指導者についても，ミニと同
様に，道徳的項目や社会性に関係のある項目が
多かったが，その一方では，｢1- on -1｣ や ｢リー
ダーシップ｣，｢勝利｣，｢競争心｣，あるいは ｢
競技力｣ など，スポーツ競技に関する具体的な
用語が挙げられている傾向が見られた．
つまり，小学生と中学生との発達や成長の異
なった評価に伴って，指導者における選手の競
技レベルおよび，指導受容力 19）の違いに対応
した指導意識や目標などの違いが反映してい
る．

2.　図 2（以降ミニと中学生の 2 つのグラフ
を表示）は指導における現在の指導目標（2 項
目選択），についての回答結果を示したもの
である．ミニの女子では，｢仲間づくり｣ が
43.8％と最も多い割合を示した．また ｢体力の
向上｣，｢礼儀・しつけ｣，｢技術力の向上｣ の 3
項目に同率の高い割合を示した．男子も同様の
傾向が見られたが，その中でも特に ｢体力の向
上｣ が多い割合を示しており，次に ｢技術力の
向上｣，｢仲間づくり｣ の順に挙げられ，他の項
目に対しても分散している傾向の回答が得られ
た．中学校では，女子の場合，｢競技力の育成｣

図 1　ミニ，中学校の 1 年間における主要大会時期
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が最も多い割合を示し，次に ｢学校教育｣，そ
して 3 番目には ｢礼儀・しつけ｣ の順で挙げら
れた．一方の男子も女子同様の傾向が示されて
いるが，特に ｢競技力の育成｣ には 77.3％と，
4 グループ中最も高い割合が示され，中学生男
子の特徴として示された．次に挙げられたのは

「礼儀・しつけ」で 50.0％，続いて ｢学校教育｣
と ｢技術力の向上｣ が 18.2％とそれぞれ同じ割
合で示された．

ここでは，ミニの指導者が ｢体力の向上｣・｢
技術の向上｣ を挙げる一方で，｢仲間作り｣ や
｢礼儀・しつけ｣ を重んじている傾向であるの
に対し，中学の場合では，男女共に競技力を高
めるための指導に力を入れていることが窺え
る．小学生のように低学年の技術力や能力全般
を考慮した場合，まだ充分な力が備わっている
とは言いがたく，その成長過程の中で徐々に競
技に関する専門的技術の設定を考えて行かなけ
ればならない事を意味しているものと言える．
また，中学生女子については，｢学校教育｣ が

2 番目に取り上げられており，小学生と異なる
一つの特徴といえよう．中学生男子との比較で
は，学力に関する教育観と，生活面での礼儀や
しつけに関する道徳観などにおいて，指導の観
点から若干の違いが見られた．

3.　図 3 は選手に対する評価基準（1 項目選
択）についての回答結果を示したものである．
ミニの女子は，｢その他｣ の項目に 31.3％と最
も多い割合を示したが，この項目に関しては
中学男子を除く 3 グループに高い割合が示され
た．次に挙げられた項目は「努力・根気」であっ
た．また ｢技術力｣，｢礼儀｣，｢素直さ｣，｢快
活さ｣ など 4 項目に分散し 12.5％と同率の値が
示された．男子については，｢礼儀｣ が 35.0％
と項目中最も多い割合を示し，次に ｢その他｣
が 20.0％，そして ｢技術力｣，｢努力・根気｣ が
15.0％と同率の値で示された．中学校の場合で
は，女子は ｢礼儀｣，｢努力・根気｣，｢その他｣
の 3 項目に多い割合が示された．男子では ｢技

表 1　指導理念
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術力｣ が最も多い割合を示し，全項目と比較し
てもかなりの差が見られた．2 番目に多かった
のが ｢その他｣ で，その後に ｢礼儀｣，｢努力・
根気｣，｢頑張る力｣ 同率で挙げられた．

ここでは，中学男子を除く 4 グループが ｢そ
の他｣，｢努力・根気｣，｢礼儀｣ などの人間性及
び精神的な要素の項目が主な回答であったに対
し，中学男子のみ「技術力」という回答が多く
示された．このことは，中学男子が 3 グループ
の中でも特に競技力の指数となる身体的能力や
技術力などにおいて，最も強く発揮されるグ

ループであり，成長に伴った指導法の対応の変
化が伺える．

4.　表 2 では試合での選手の評価基準（自由
記述）の回答を示したものである．ここでは，
前述の回答に対する補足を示している内容とい
える．全体的な比較では，ミニ，中学の男女共
に ｢練習で出来ているプレーが，実際の試合で
出来ているか｣ という練習の成果を測る言葉が
多く挙げられている．その中でも一つの傾向と
しては，ミニから中学になるにつれ，多様かつ

図 2　指導目標

図 3　選手に対する評価基準
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詳細な表現が多くなっている点と，特に中学男
子では専門的用語や，競技性が強く表れている
言葉が多く挙げられている傾向があり，表現に
より具体性を持った内容が示されていることが
窺えた．

5.　図 4 はクラブ活動に対する満足度の回答
を示したものである．ミニの女子は ｢どちらと
も言えない｣が 37.5％と最も多い割合を示した．
｢少し満足｣ が 31.3％で 2 番目の値であり．2
項目で過半数の割合を占めた．男子も ｢どちら
とも言えない｣が 35.0％で最も多い割合を示し，
｢少し満足｣，｢少し不満｣ の 2 項目に 25.0％と
同じ値が示された．

中学の女子では，｢少し満足｣ に 39.1％と最
も多い割合を示し，｢どちらとも言えない｣ は
30.4％と次の値を示し，2 項目で 7 割近くの値
を占めている．また男子では，｢少し満足｣ が

59.1％と過半数を超える割合を示している．次
いで ｢非常に満足｣ と ｢少し満足｣ の 2 項目が
同率で挙げられた．ここで全体の傾向を見ると，
ミニの指導者が中学の指導者に比べ，ややチー
ムに対する満足度が低い傾向が示されている．
その理由として考えられることは，勿論，競技
レベルを始めとする，種々の問題もさることな
がら，年齢差から起こる能力的な要素，関係な
どのいろいろな問題や課題が考えられる．

6.　図 5 は満足していない点（複数選択可）
についての回答を示したものである．ミニの女
子では，｢競技レベル｣ が 25.0％と最も多い割
合を示した．次に多かったのが ｢礼儀｣，｢そ
の他｣ の 2 項目が挙げられた．男子の方は，｢
練習時間｣ と ｢組織力｣，｢その他｣ の 3 項目に
20.0％と最も多い割合を示した．

表 2　試合での選手の評価基準 
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中学の女子では ｢練習場｣ と ｢その他｣ の 2
項目に 17.4％と最も多い割合を示し，次の ｢練
習時間｣ では 13.0％と 3 項目で殆どの割合を占
めていた．男子では，｢練習場｣，｢組織力｣ と
｢その他｣ の 3 項目が 9.1％と最も多い割合を示
した．また他のグループには表れなかった ｢情
報量｣ を挙げていた．

ここでは，4 グループ全てに割合が多かった
｢その他｣ については，ミニ男子の解答にあっ
た ｢組織力｣ にも関係しているが，例えば中学
の女子場合は「選手が集まらず，チームが作れ
ない・・・・」や，｢練習日に選手がそろわな
い｣，などのチームおよび練習活動が成り立た
ないという理由や説明があった．｢組織力｣ の

解釈の仕方を考慮すると，スタッフ及びチーム
全体の構成する人数確保などに苦労している状
況が窺われる．この点については，現代の社会
問題となっている ｢少子化｣ の影響がここでも
影響し始めていることを認識していかねばなら
ない．特にチーム・スポーツを代表するバスケッ
トボール競技は，明らかにその対象となってい
ることが懸念された．全体的にみて，練習場や
時間の確保，組織力の充実などに苦労をしてい
る点が指摘された．

7.　図 6 は具体的に練習場などの施設の提供
や，生徒達の学習する活動拠点となっている現
場である直接選手との関わりを持っている学校

図 4　クラブ活動に対する満足度

図 5　満足していない点
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との関係である，いわゆるクラブへの理解度に
ついての回答結果を示したものである．ここで
は，ミニの男女が ｢理解している｣ と，｢どち
らとも言えない｣ の 2 項目がほぼ 2 分している
回答に対し，中学の男女では ｢理解している｣
が過半数以上の回答を示した．2つの現場では，
活動に対し理解度に差のある点が言えるが全体
的には，おおよそ ｢理解していただいている｣
と受け止めていると言ってよいであろう．

尚，前述の項目（図 5）で回答であった ｢練
習場｣，｢練習時間｣，｢組織力｣ などの内容との
関係を考慮すると，施設の提供の仕方や条件，
各現場での教育活動や運営に関する規則的な面
などを行う上で 1 つの壁となっている点も指摘
された．また指導者の就任の仕方（図 20）が
中学校の場合は現場の顧問教員 23）が多い傾向
に対してミニの場合は，｢外部コーチ｣ という
ケースが多いために，学校側とのコミュ二ケー
ションの取り方，時間的方法的等の点について，
少なからず運営について影響している．

8.	 図 7 は練習中で大切にしている項目（運
動能力・技術面）の回答（3 項目選択）結果を
示したものである．ミニの女子では，｢フィー
ルドゴール｣ が 62.5％と最も多い割合を示し，
次に ｢スピード｣ が 56.3％と挙げられていた．
また 3 番目の値は ｢ディフェンス力｣ の 43.8％
が挙げられた．男子も，女子同様 ｢フィールド
ゴール｣ が 55.0％と最も多い割合を示した．次
に多かったのは ｢パス＆キャッチ｣ の項目で
40.0％，さらに ｢ディフェンス力｣ と ｢スピー
ド｣ が 35.0％と同率で挙げられた．

中学の女子になると最も多く示された項目は
｢ディフェンス力｣ の 43.5％であった．次に挙
げられたのは ｢スピード｣ の 39.1％，3 番目に
は ｢フィールドゴール｣ と ｢パス＆キャッチ｣
が 34.8％の同率で挙げられている．ここでは，
挙げられた項目に大きな差が見られなかった．
男子では，｢スピード｣ が 45.5％と最も多い割
合を示しており，2 番目に多かったのが ｢パス
＆キャッチ｣ と ｢ディフェンス力｣ の 36.4％の
2 項目であった．前の 3 グループが全て｢フィー
ルドゴール｣ を挙げているのに対し，ここでは
4 番目に挙げられており一つの変化として窺う
ことが出来た．また ｢フィールドゴール｣ は，
レイアップシュートを含むゴールに近いエリア
でのシュートを意味しており，シュート技術の
基本として扱われる技術である．ミニから中学
へと進む過程で，段階に応じて割合が低くなっ
ていることが窺える．また高い割合ではないが
｢ドリブル｣ の項目についても同様に，ボール
操作（コントロール）の基本技術の一つとして
扱われており，初期の段階より導入されながら
も段階を経ては徐々に割合が低くなっているこ
とも窺える．このような指摘は｢ゴール下シュー
ト｣ と ｢フットワーク｣ を始め，｢ルーズボー
ル｣，｢リバウンド｣，更には ｢体力｣ 等の項目
にも見られる．また男女別に比較すると，前述
と同じようにミニより中学，女子より男子とい
う成長過程に見る身体的な能力の差があるよう
に基礎的な内容と応用的なものとの違いが見ら
れた．

尚，スリーポイントシュートについては，ミ
ニバスケットボールではルール上採用されてお

図 6　学校側のクラブへの理解
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らず，比較の対象にはならなかったが，ミニ中
学共に回答は見られなかった．　

9.　図 8 は練習中に特に大切にしている項目
（メンタル面）についての回答（3 項目選択）
結果を示したものである．ミニの女子では，｢
集中力｣ に 56.3％と最も多い割合を示した．次
に ｢チームワーク｣ が 43.8％と挙げられ，｢正
確性｣ と ｢明るさ・元気｣ の 2 項目とが 31.3％
の同率で挙げられた．男子も女子同様に，｢集
中力｣ が 60.0％と最も多い割合を示した．続い
て ｢正確性｣ が 40.0％で挙げられ，3 番目には
｢チームワーク｣ が 35.0％で挙げられた．

中学の女子では，｢判断力｣ の 56.5％と最も
多い割合が示された．続いて ｢闘争心｣ と ｢正
確性｣，｢思考力｣ の 3 項目が 30.4％の同率で挙
げられた．｢集中力｣ ｢忍耐力｣ ｢チームワーク｣
の 3 項目の同率（26.1％）を見ても，中学の女
子は各項目に解答が分散している傾向が見られ
た．男子の方では，｢集中力｣ が 50.0％と最も

多い割合を示し，次には女子と同様に ｢判断力
｣ が 40.9％で挙げられた．また 3 番目には ｢闘
争心｣ と ｢思考力｣ が 31.8％の同率で挙げられ
ている．

ここでミニと中学の比較で見ると，ミニと中
学がそれぞれ男女共に同じ傾向が見られ，同じ
項目が挙げられていることが指摘された．特に
ミニの指導者では，はっきりと ｢集中力｣，｢チー
ムワーク｣，｢正確性｣ の 3 項目を挙げている．
中学も類似した傾向も見えるが，いろいろな項
目に分散したが，中でも女子の方は，｢判断力｣
がトップに挙げられたのに対し，男子が ｢集中
力｣ がトップだった点などの違いが見えた．特
に中学では，ミニには特徴に無かった ｢闘争心
｣ が，男女共に上位に挙げられたことが特徴と
言えるだろう．｢忍耐力｣，｢判断力｣，｢思考力｣
等も考慮に入れれば，小学から中学への成長段
階に応じた，一つの指導法における発展的な対
応の変化と捉えられる．

図 7　練習で大切にしている項目（運動能力・技術面）
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10.　図 9 は指導者の練習スタイルについて
の回答（1 項目選択）結果を示したものである．
ミニの場合は男女共に ｢全て監督が終わりまで
指導を行なう｣ が多かった．次に ｢選手に任せ
ながら必要に応じてアドバイスをする｣ であっ
た．

一方中学では，男子女子に違いがあり，女子
はミニと同様に ｢全て監督が終わりまで指導を
行なう｣ が多い割合を示した．男子の方は最も
多かったのが ｢最初に方向付けをしながら最終
的には選手に任せる｣ であった．

ここでも小学生と中学生との年齢差や性差を
反映している点を覗くことが出来る．指導の現
場を選手達に任せるという，ある一つの自主性
を尊重した指導法と捉えてよいが，現実的に見
るとそれぞれに選手の能力評価に対応した指導
者側における指導スタイルの違いとなって表れ
ていると言えよう．しかしながら全体的な傾向
としては，指導者が練習の終わりまで，指導を

行なうというケースが多いことが窺えた．

11.　図 10 は試合で大切にしている項目（運
動能力・技術面）についての回答（3 項目選択）
結果を示したものである．ミニ女子では ｢マン
ツーマンディフェンス｣ が 56.3％と最も多い割
合を示した．次に ｢速攻｣，｢オフェンスリバウ
ンド｣の 2 項目に 50.0％の同率の値で示された．
また 3 番目に多かったのが ｢ルーズボール｣，
｢1- 対 -1｣ などであった．男子の方も ｢マンツー
マンディフェンス｣ が 55.0％と項目中トップの
割合を示し，女子同様の傾向を示しており，次
に ｢1- 対 -1｣ が 50.0％，そして 3 番目に ｢速攻
｣ の 45.0％の順で挙げられた．

中学女子でも ｢マンツーマンディフェンス
｣ が 60.9％と最も多い割合を示した．次は ｢速
攻｣ 47.8％と ｢1- 対 -1｣ が 43.5％と続いて表れ，
ほぼミニの男子に似た傾向を示していることが
窺えた．男子でも ｢マンツーマンディフェンス

図 8　練習で大切にしている項目（メンタル面）
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｣ が 68.2％と最も多い割合を示し，次いで ｢速
攻｣ が 54.5％，｢1- 対 -1｣ が 45.5％と 3 項目と
も同じ傾向であった．

ここでは，ミニと中学の男女共に全て「マン
ツーマンディフェンス」が最重要であるとして
いる．その他に，ミニと中学を比較すると，ミ
ニでは ｢速攻｣ と ｢1 ‐ 対 -1｣，｢オフェンスリ
バウンド｣ に加え，｢ルーズボール｣ などの項
目が挙げられたが，中学になると低い値を示し
ていた．｢ルーズボール｣ は低学年（ミニ）の
場合，競技レベルの不安定さから生じるミス

（ターンオーバー）の頻度の問題，おのずとプ
レー中に起きるミスの頻度が多くなりコート内
でのボールの奪い合いの能力が重要になってく
るものと認識している点が窺える．しかしなが
らこのようなプレーは，中学でも同様に重要な
基本的技術であると捕らえるべきであろうが，
中学になると減少している傾向にあった．

つまり，ミニでの「ルーズボール」の奪い合
いが，それに変わり中学では競技能力の上達に
伴い，シュート・チャンスの回数も増え始めて
くる．したがってゲーム中おのずとリバウンド
ボールの取り合いが増えてくることが推測され
る．すなわちミニや低学年クラスではよくある
コート内でプレー中に起こるミス（ターンオー
バー等）に対応するためのルーズボール争い
の発生頻度よりも，シュートミスの発生頻度の
ほうが多くなる可能性が出てくることが予想さ

れる．これらの競技内容の変化がリバウンドプ
レーの重要性をもたらしているものと考えられ
る．そのような変化が他にもオフェンス項目中
心に見られる傾向にあった．

12.　図 11 は試合で大切にしている項目（メ
ンタル面）についての回答（3 項目選択）結果
を示したものである．ミニの女子は ｢闘争心｣
が 75.0％，次に ｢集中力｣ が 62.5％，そして ｢チー
ムワーク｣ の 50.0％の順に示された．男子は ｢
集中力｣ が 65.0％，次に ｢闘争心｣ が 60.0％，
そして ｢チームワーク｣ の 50.0％の順であり，
女子と同様の傾向にあった．

中学の女子でも，ミニ同様に ｢闘争心｣ が
65.2％と最も多い割合を示した．次に多い割合
を示したのが「判断力」の 52.2％であった．続
いて ｢研究心｣ の 43.5％の順であり，ミニとの
違いが見られた．一方男子の方は，女子と同様
の傾向が見られ，最も多い割合を示した項目が
｢闘争力｣ の 59.1％，次に ｢判断力｣ が 54.5％
を示していた．3 番目の値を示したのはミニに
見られた ｢チームワーク｣ が 40.9％となってい
た．

全体的にみて，ミニの指導者は，男女とも共
通して ｢集中力｣，｢闘争心｣，｢チームワーク｣
の３項目が代表している．練習の回答には示さ
れなかった ｢闘争心｣ がここで新たに挙げられ
た点については，練習と試合との指導における

図 9　指導者の練習スタイル
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捉え方について何らか区別をしているものと考
えられる．

中学の指導者は，｢闘争心｣ と ｢判断力｣ に
ついて，ミニ同様に多い値を示していたが，3
番目の項目である ｢研究心｣ と ｢チームワーク
｣ が女男で異なって挙げられている点について
考察すると，中学生のレベルになると，成長と
共に個人的な競技力が向上する時期でもあり，
1- 対 -1 の攻撃スタイル多く用いられると同時
に，チーム間のコンビネーションプレーなども
要求される時期でもある．そんな総合的な発達
過程の中で，男子チーム・女子チームがそれぞ
れの成長の中で，集団スポーツ且つボール・ゲー
ムの特性とも言うべき種々のプレーについて
は，指導者の立場で賛否両論である．

チームのレベル差は別にして，チームプレー
をマスターする過程において，それなりの対応
技術や知識能力が必要となってくることが予想
される．ここで表わされた ｢研究心｣ はそうい

う意味で，もともと女子に比べ運動能力が勝っ
ている男子では，どちらかというと個人能力か
ら入る傾向が強いといえるであろう．逆に女子
チームの場合は，個人と言うよりはむしろチー
ムプレーに重きを置きながら，お互い助け合い
ながら個人技能の向上を狙って行く傾向が強い
と言える点が，微妙に影響している事が指摘さ
れた．

したがってミニと中学女子の場合「チーム
ワーク」あるいは技術的要素（コンビネーショ
ンプレー）として捉える場合とに 2 分され，解
釈の仕方 1 つで回答が異なって来るという見方
が論点となった．

2）　トレーニングについて
1.　図 12 と図 13 は練習プログラムの中で，

体力トレーニングの実施状況と，その目的につ
いての回答（複数選択可）結果を示したもので
ある．ミニの女子が ｢やっていない｣ が 43.8%

図 10　試合で大切にしている項目（運動能力・技術面）
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で最も多い割合を示した結果の他は，｢時々やっ
ている｣ がミニの男子は 40.0％，中学男女も共
に最も多い割合を示した．特に中学の男女では，
回答の過半数を占める割合を示しており，｢い
つもやっている｣ を含めると殆どのチームが何
らかの時間を利用して実施していることが窺え
る．全体的には，少なからずスポーツ活動にお
けるコンディショニングの必要性を認識してい
ると言えよう．

次にトレーニングの目的に関する結果につい
ては（図 13），全体的には ｢持久力の向上｣ と
｢スピードの向上｣ の 2 項目に高い割合を示す
傾向が示された．また中学の男子は，他に ｢筋
力の向上｣ を挙げているのに対し，女子は ｢パ
ワーの向上｣ という回答を得た．それぞれにプ
レーに結びつつけようとする意味があるようで
ある．

つまりここでは，ミニという低学年の指導で
は主に持久力的要素を養うための長距離ランニ
ングなどの時間を掛けた有酸素トレーニング法

を取り入れている程度で，特別に専用のトレー
ニングマシーンの使用や，筋力トレーニングを
行なっているチームはまれであった．しかし中
学期をみると，身体の成長に応じて，それぞれ
に器具を使うなどをして強化を図っていること
が窺える．また ｢リハビリ｣ の項目にも割合が
増えた経過が見られた．ミニから中学になると
回答がそれぞれの項目に分散している傾向が見
え，トレーニングの目的が多様化してくること
も窺えた．いずれにしても，これらの時期にお
けるコンディショニングの専門的強化の導入に
ついては，成長過程での個人差や性差など，充
分に考慮に入れることが課題となっているよう
である．

3）　生活指導・その他について
1.　図 14 はチームが家族・保護者に対する

食事指導についての回答結果を示したものであ
る．各 4 グループとも ｢時々実施している｣ と
いう回答が多かった．全般に女子チームよりも，

図 11　試合で大切にしている項目（メンタル面）
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男子チームの方が積極的な傾向が見られた．ま
たミニの男女のチームでは ｢その他｣ の回答も
多かったが，その中の理由については，定期的
な合宿の折に学校などの公共施設での食事（調
理），あるいは大会や遠征の際での食事やお弁
当等の手配をするという普段と異なるケースが
あるというものであった．低学年では父母の
方々が保護者としての立場で食生活に限らず，
生活全般において支援する事を当然の仕事とし
て考えている結果である．しながら実際，栄養
に関しては関心があるものの，実生活において
本格的な取り組みまでには行っていないのが現
実のようである．小学生との中学生との学年差
によっても，保護者及び指導者間のお互いが接
するそれぞれの生活の時間帯や，児童生徒自身
の成長に伴う自立心，あるいは精神的な依存度
などがここに反映しているといえる．

2.　図 15 は食事に関する専門的なセミナー

やクリニックなどの取り組みについての回答結
果を示したものである．ここでは中学の男子に
｢定期的に実施している｣ の回答が 6.7％あった
のみで，それを除くと，全チームが特に実施や
参加をしていない回答であった．つまり栄養，
食事に関しての関心や認識は高いとはいえな
かった．

3.　図 16 は選手の家族の協力に関する回答
（複数選択可）結果を示したものである．全体
的に多い回答があったのは，遠征移動補助と懇
親会の開催などであった．遠征補助については，
大会に限らず練習試合などでの遠征のための移
動手段である車の手配などに協力的に行なわれ
ているようである．また，懇親会については，
大会後の反省会や懇談会，さらには祝賀会の開
催についての協力が行なわれ，常に彼ら選手の
活動における支援協力体制を準備していること
が窺える．

図 12　体力トレーニングの実施状況

図 13　体力トレーニングの実施目的
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4.　図 17 は学業の指導についての回答結果
を示したものである．ミニの女子は ｢家庭に任
せる｣ と ｢専門家に協力してもらう｣ の 2 項目
の回答であったが，男子では過半数以上が ｢家
庭に任せる」が多い傾向が見られた．

中学の女子では ｢定期的に行なっている｣ に
過半数を占める回答があり，次いで ｢家庭に任
せる｣ であった．また男子の方では，｢定期的
に行なっている｣が 70.0％を占める回答を見せ，
小学と中学との間では学習習慣について違いが
窺われた．

ここでは，ミニは ｢家庭に任せている｣ と，
｢専門家に協力してもらう｣ が代表しているの
に対し，中学の方は ｢定期的に行なっている
｣ が殆どであった．小学校の場合はまだ自主的
な学習習慣において十分な自覚が無いことや，

生活習慣の基盤づくりなどが柱となってくるた
め，生活時間全般を考慮すればおのずと家庭（保
護者）の協力 ･ フォローが不可欠となっている
ようである．さらに，指導者の職業についても
考慮に入れれば，中学が直接の教員が指導者に
成っている一方，ミニバスケットの場合，外部

（一般の社会人）コーチという立場上の影響が
考えられる．

4）　メディカル・チェックについて
1.　図 17 はチームのメディカル・チェック

の実施についての回答結果を示したものであ
る．ここではミニを始め，中学の男女チームも
全て殆どのチームが ｢行っていない｣，｢必要な
選手のみ行っている｣ の回答が殆どを占めてい
た．おそらくこの ｢必要な選手のみ ････｣ の
回答については，障害をすでに持っている選手

図 14　家族・保護者に対する食事指導

図 15　食事に関する取り組み
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である可能性が強く考えられる．本来メディカ
ル・チェック 17）,22）の目的とは，怪我や障害を
治す事が主ではなく，いわゆる怪我の防止，あ
るいは弱い部位の強化に繋げることにあると思
われるが，しかしながら現場では殆どのチーム
が事前対策を考えたトレーニングの方法やプラ
ンを立てているという時間的余裕は無く，選手
の状況に合わせて対処することが精一杯であ
り，いわゆるその場の状況に対応して行くケー
スが多いるようである．

このような ｢必要な選手のみに行っている｣
という回答の傾向は，中学になるに従って，強
く出ていることと，女子で「行っていない」チー
ムの割合が多いこと等も考慮すると，ゴールデ
ンエイジという将来性を多く備えている大事な
時期なだけに，本来はスポーツ指導の一貫とし
て扱われるべき，選手の傷害に関する防止策の
指導システムの構築を改めて考えていかなけれ
ばならない事が指摘された．

2.　図 19 は障害防止対策に関する注意事項
についての回答（複数選択可）結果を示したも
のである．ここでも上記のメディカル・チェッ
クの結果を反映しているような回答となってい
る．殆どのチームがストレッチング以外に処方
をしていない傾向が見られた．特にミニと中学
との間には，はっきりとした違いが見られ，ミ
ニの方では男子のテーピング（5.0％）が見ら
れたのみで，その他はストレッチング以外何も
行なっていないことが分かる．

中学では男女共に他の項目ともほぼ同じ傾向
が見られたが，女子についてはサポーター装具
の利用をしているところや，トレーニングがや
や多かったのが男子と異なる点であった．

3.  図 20 は現在の指導者に就いた経緯につい
ての回答結果を示したものである．ミニの女子
では ｢推薦されて｣ が 50.0％と最も多い割合を
示した．また ｢前任者を継いで｣ が 25.0％と次
に多い割合を示した．男子においても同様の傾

図 17　学業の指導について

図 16　家族・保護者等の協力 ･ 援助
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向を示していた．
中学の女子は ｢現在の職位の関係｣ が 39.1％

と最も多く，次に ｢自ら望んで｣ が 26.1％と多
かった．男子の方は，逆に ｢自ら望んで｣ が
39.1％と最も多く，次に ｢現在の職位の関係｣
が 30.4％で挙げられた．

ここでは，ミニの男女共に圧倒的に推薦され
て就いたケースが多かったのに対し，中学の方
は自ら望んでと，現在の職位の関係で就いた
ケースが多かった中で，男子と女子はお互いが
反対の値となっていた．中学校のチームは大半
が教員の立場で就いているケースが多く，ミ
ニと中学の違いがはっきりと現れていた．当学
校の教員になっていることで顧問になっている
ケースについては，公立の教員の場合，時期を
見て職場を移動する可能性が強く，指導計画の

途中で現職場を変わらざる得なくなるという事
態もありえる．従って総合的指導プランを作っ
ている指導者にとっては，ある程度短期的な周
期のプランを考え対応してゆく必要が出てくる
ため，指導計画の工夫も必要になってくるであ
ろう．

Ⅳ .　まとめ

本調査は，3 県（青森県，山形県，宮城県）
における小学生（ミニバスケットボールチーム）
と中学生のバスケットボールチームの指導者を
対象としたアンケート調査を行い，最近の児童
生徒におけるスポーツ指導現場の現状や課題に
ついて明らかにするとともに，今後のゴールデ
ンエイジにおけるバスケットボール指導のあり
方等について検討をするための資料を得ること

図 18　メディカル・チェック

図 19　障害防止対策

AT：アスレティックトレーナー
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を目的として行なわれた．具体的には，｢指導
理念，指導方法に関する事項，トレーニング，
食事指導，学業指導，メディカル・チェック，他｣
といった内容等 33 項目で調査された．その結
果以上のような点について確認された．

1）　指導方法
指導者全てにおいて言葉の表現は異なってい

るようであるが，全般に｢現在のバスケットボー
ルのスポーツ活動を通して，人間性を育ててい
ること．勿論将来的にも「バスケットボールを
続けていてもらいたい」という願いを込め情熱
的に指導に当たっていることが窺えた．

競技面に関しては，技術面と精神面において
それぞれ練習と試合での指導の違いが見られ
た．さらには，指導者の立場としては時間・施
設などの限られた環境条件下の基で目標を掲
げ，対応しながら選手の発達段階や性差などを
考慮した指導が行なわれていることも窺えた．

2）　体力トレーニング
トレーニングについては，特に力を入れて実

施しているチームはなかった．全体的に見てあ
まり積極的に取り組んではいないようである．
中に「体づくり」としたチーム独自のトレーニ
ング法も用意されているチームもあった．特に
ミニバスケットボールでは，持久力をつけるた
めの長距離トレーニング（持久走）を主に行なっ
ているのみであった．中学校ではスピードを中
心に，持久力，筋力などをつける目的が増えて

いることが分かり，競技力の向上に伴った手段
を取っていることが窺えた．

3）　生活指導・その他について
競技場のみに限らず，彼らを取り巻く指導環

境全般におけるサポート及び支援協力体制につ
いては，家族 ･ 保護者の遠征補助・懇親会など
積極的に行なわれている点が覗かれるものの，
その反面，食事指導などの協力ではあまり積極
的ではなく，栄養指導の認識や関心においては
高くない事が窺えた．また学業面においては小
学と中学とではやや差があり，上級学年になる
につれ学習習慣への意識付けが高くなっている
ことが窺えた．

4）　メディカル・チェック
トレーニング実施同様に，各チームで真剣に

取り組んでいるとは言いがたく，特にミニバス
ケットボールの女子チームでは，ストレッチン
グのみの実施だけであった．中学になると他の
対策項目に若干のチームが示す傾向にあるもの
の，基本的にストレッチングが多かった．しか
しながら，必要な選手のみの対策を行なうとい
う意味は，すでに怪我や障害を受けてしまった
選手に施すという意味の可能性が高く，怪我の
予防や，強化をも含めた処方全般の対策とする
メディカル・チェック本来の趣旨には適ってな
く，障害防止対策における認識の低さが課題と
なった．

図 20　現在の指導者に就いた経緯
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この研究は，仙台大学平成 19-21 年度の「研
究計画に基づく研究費」の中で行なわれた研究
成果の 1 部を報告したものである．

注　　記

注 1）　�英国圏における ｢ゴールデンエイジ（golden 
age）｣ は ｢老人世代｣ とか ｢黄金時代（特定
の分野が隆盛を誇った時期）｣ という意味に用
いられることが多い．近年，サッカー界を中
心にスポーツ分野で小学校から高校生くらい
年齢の者を ｢ゴールデンエイジ｣ と呼ぶよう
になった．より細分化すると８歳～９歳頃ま
でを ｢プレゴールデンエイジ｣，９歳～ 12 歳
頃までを｢ゴールデンエイジ｣，13 歳以降を｢ポ
ストゴールデンエイジ｣，15 歳から 16 歳以降
を ｢インディペンデントエイジ｣ という．
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